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証券コード 3266
2023年２月10日

株 主 各 位
東 京 都 千 代 田 区 麹 町 一 丁 目 ４ 番 地
株式会社ファンドクリエーショングループ

代表取締役社長 田 島 克 洋

第14回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
さて、当社第14回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申し上げます。
新型コロナウイルス感染症の収束が未だ見えない中、株主様の安全確保及び感染拡大防止のため、

株主様の健康状態にかかわらず、本年は株主総会当日のご来場をお控えいただき、可能な限り書面
（郵送）による議決権行使をお願い申し上げます。
つきましては、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に

て各議案に対する賛否をご表示いただき、2023年２月24日（金曜日）午後５時までに到着するよう
ご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬 具

記

１．日 時 2023年２月27日（月曜日）午前10時（受付開始：午前９時）
２．場 所 東京都千代田区平河町二丁目４番１号 都市センターホテル５階 オリオン
３．目 的 事 項
報 告 事 項 １．第14期（2021年12月１日から2022年11月30日まで）事業報告、連結計算

書類並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第14期（2021年12月１日から2022年11月30日まで）計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役６名選任の件
第３号議案 補欠監査役１名選任の件

以 上
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新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に関する対応について

株主様の安全確保および感染拡大防止のため、株主様の健康状態にかかわらず本年は株主総会
当日のご来場をお控えいただき、可能な限り書面（郵送）での議決権行使をお願い申し上げます。
また、本株主総会の開催及び運営に関して、以下の対応をとらせていただくことといたします。
ご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

■ ご高齢の方や基礎疾患のある方、妊娠されている方、体調にご不安のある方におかれまして
は、特に株主総会当日のご来場をお控えいただきますよう強くお願い申し上げます。

■ ご出席される株主様は、マスクを持参・着用いただきますようご協力をお願いいたします。
マスク着用にご協力いただけない株主様には、ご退場いただく場合もございます。

■ 会場入口等に設置するアルコール消毒液で手指の消毒をお願い申し上げます。

■ お席の間隔を広く開けてご用意いたしますため、十分な座席数を確保できない可能性があり
ます。そのため、ご用意した席を超える株主様がお見えの場合、当日ご来場いただいても入
場をお断りする場合がございますので、あらかじめご了承ください。

■ 発熱や咳などの症状がある株主様及び体調不良と見受けられる株主様には、ご退出をお願い
する場合がございます。また、運営スタッフが体温を測定させていただくことがございます。

■ 感染防止のため、本株主総会の出席役員及び運営スタッフは、検温を含め体調を確認の上、
マスク着用で応対させていただきます。

■ 株主総会当日までの感染拡大状況や政府の発表内容等により、上記対応を変更する場合がご
ざいます。変更が生じた場合、当社ウェブサイト（https://www.fc-group.co.jp）にご案
内を掲載いたしますので、ご確認いただきますようお願い申し上げます。
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◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申し
上げます。

◎本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款の定めによりイ
ンターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、添付書類には掲載しておりません。
１．事業報告の「新株予約権等の状況」
２．事業報告の「業務の適正を確保するための体制及び当該体制の運用状況の概要」
３．連結計算書類の「連結株主資本等変動計算書」
４．連結計算書類の「連結注記表」
５．計算書類の「株主資本等変動計算書」
６．計算書類の「個別注記表」
従って、本招集ご通知の添付書類は、監査報告を作成するに際し、監査役及び会計監査人が監査した対象の
一部です。

◎本招集ご通知発送後、株主総会参考書類並びに事業報告、連結計算書類及び計算書類に修正が生じた場合
は、同じく下記の当社ウェブサイトに掲載させていただきます。
当社ウェブサイト https://www.fc-group.co.jp
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株主総会参考書類

議案及び参考事項

第１号議案 剰余金の処分の件
当事業年度の期末配当につきましては、当事業年度の業績や今後の業績見通し、内部留保、今後の

事業展開等を総合的に勘案した結果、以下のとおりとさせていただきたいと存じます。
１．配当財産の種類
金銭といたします。

２．株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき１円といたしたいと存じます。
なお、この場合の配当総額は37,655,870円となります。

３．剰余金の配当が効力を生じる日
2023年２月28日
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第２号議案 取締役６名選任の件
取締役全員（５名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、経営体制の

一層の充実及び強化を図るため１名増員し、新たに取締役６名の選任をお願いするものであります。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号 氏 名 候補者属性 現在の当社に

おける地位・担当
当事業年度の
取締役会出席状況

取締役
在任年数

１
たしま かつひろ

再任 代表取締役社長 100％
（16回／16回） 14年田島 克洋

２
さかもと こうじ

再任 取締役
経営企画部長

100％
（16回／16回） 6年阪本 浩司

３
うつみ よしかず

再任 取締役 100％
（13回／13回） 1年内海 嘉一

４
さとう たかお

再任 社外 独立 社外取締役 100％
（16回／16回） 10年佐藤 貴夫

５
つじ としき

再任 社外 独立 社外取締役 100％
（16回／16回） 7年辻 敏樹

６
さいき

斉木
あいこ

愛子 新任 社外 独立 ― ― －

再任再任取締役候補者新任新任取締役候補者
社外社外取締役候補者独立東京証券取引所の定める独立役員
※取締役候補者の斉木愛子氏は、当社の中核子会社である㈱ファンドクリエーションの社外取締役であります。
※取締役候補者の内海嘉一氏の取締役会出席状況は、当社の取締役に就任した2022年2月25日以降に開催された取締役会に
ついての出席状況であります。
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候補者
番 号 １ 再任

た しま かつ ひろ

田 島 克 洋
● 生年月日
1964年９月７日生

● 取締役会への出席状況
100％（16回／16回）

● 所有する当社の株式数
14,052,400株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
1988 年 ４月 大和証券㈱ 入社
2000 年 ２月 プリヴェチューリッヒ証券㈱（現：プリヴェ企業再生グループ㈱）

取締役
2002 年 ２月 ㈱ジョイント・コーポレーション（現：㈱長谷工不動産）

資産証券部長
2002 年 ３月 ㈱ジョイント・アセットマネジメント 代表取締役社長
2002 年 ３月 ジョイント証券㈱ 代表取締役社長
2002 年12月 ㈱ファンドクリエーション設立 代表取締役社長（現任）
2009 年 １月 ファンドクリエーション・アール・エム㈱ 代表取締役社長
2009 年 ５月 当社設立 代表取締役社長（現任）
2011 年12月 徳石忠源（上海）投資管理有限公司 副董事長（現任）
2013 年10月 ㈱リンキンオリエント・インベストメント

代表取締役社長（現任）

取締役候補者とした理由
田島克洋氏は、創業時より当社及び当社グループ子会社の代表取締役を歴任するなど経営の中核を担うとともに、当社

グループの事業に精通しており、また経営全般に対する深い知見を有していることから、当社の取締役として適任である
と判断したため、引き続き取締役として選任をお願いするものであります。

候補者
番 号 2 再任

さか もと こう じ

阪 本 浩 司
● 生年月日
1960年２月24日生

● 取締役会への出席状況
100％（16回／16回）

● 所有する当社の株式数
60,000株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
1982 年４ 月 兼松江商㈱（現：兼松㈱） 入社
2002 年４ 月 サイトデザイン㈱ 経営管理本部長
2002 年６ 月 同社 取締役経営管理本部長
2003 年12月 ㈱SDホールディングス（現：㈱フォーシーズHD）

取締役管理本部長
2005 年７ 月 ㈱ファンドクリエーション 執行役員 投資管理部長
2008 年７ 月 ファンドクリエーション・アール・エム㈱ 取締役
2017 年１ 月 当社 経営企画部長

㈱ファンドクリエーション 執行役員経営企画グループ長
2017 年２ 月 当社 取締役経営企画部長（現任）

㈱ファンドクリエーション 取締役経営企画グループ長（現任）

取締役候補者とした理由
阪本浩司氏は、当社グループの事業に精通しているとともに、経営の重要事項の決定及び業務執行に関する監督において

適切な役割を果たしていることから、当社の取締役として適任であると判断したため、引き続き取締役として選任をお願い
するものであります。
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候補者
番 号 3 再任

うつ み よし かず

内 海 嘉 一
● 生年月日
1980年８月13日生

● 取締役会への出席状況
100％（13回／13回）

● 所有する当社の株式数
114,800株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
2007 年 ４月 ㈱ファンドクリエーション 入社
2015 年10月 同社 不動産投資グループ グループ長
2016 年 ７月 ファンドクリエーション・アール・エム㈱ 不動産ファイナンス部

部長
2016 年 ７月 当社 経営企画部 ディレクター
2017年 １月 ファンドクリエーション・アール・エム㈱ 投資管理部部長
2017年 ２月 ㈱ファンドクリエーション 執行役員
2022年 ２月 ㈱ファンドクリエーション 取締役不動産投資グループ長（現任）

当社 取締役（現任）

取締役候補者とした理由
内海嘉一氏は、当社グループの様々な部門・部署を経験したことから当社グループの業務に精通しているとともに、イン
ベストメントバンク部門の責任者として当社グループの業績に貢献していることから、当社の取締役として適任であると判
断したため、引き続き取締役として選任をお願いするものであります。

候補者
番 号 4 再任 社外 独立

さ とう たか お

佐 藤 貴 夫
● 生年月日
1963年８月５日生

● 取締役会への出席状況
100％（16回／16回）

● 所有する当社の株式数
10,600株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
1995 年 ４月 弁護士登録（第二東京弁護士会）
2001 年 ４月 佐藤貴夫法律事務所 開設
2005 年 ９月 ㈱ファンドクリエーション 社外監査役
2006 年 ５月 ㈱東横イン 社外取締役
2008 年 ４月 東京簡易裁判所民事調停委員（現任）
2008 年 ６月 ㈱トランスジェニック 社外監査役（現任）
2009 年 ５月 当社 社外監査役
2011 年10月 霞が関法律会計事務所 弁護士
2013 年 ２月 当社 社外取締役（現任）
2013 年 ２月 ㈱ファンドクリエーション 取締役（現任）
2015 年 ３月 桜田通り総合法律事務所 弁護士（現任）
2016 年 ３月 ㈱ＡＣＤ 代表取締役

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割
佐藤貴夫氏は、弁護士として法律・コンプライアンスに関する豊かな経験と高い見識を有しており、独立した客観的立場
から当社のコンプライアンス経営の推進に寄与していただいていることから、今後も同氏の知見を当社グループの経営監督
に活かしていただけると判断し、引き続き社外取締役候補者としており、選任をお願いするものであります。
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候補者
番 号 5 再任 社外 独立

つじ とし き

辻 敏 樹
● 生年月日
1950年９月22日生

● 取締役会への出席状況
100％（16回／16回）

● 所有する当社の株式数
11,600株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
1975 年４月 大和証券㈱（現：㈱大和証券グループ本社） 入社
1996 年５月 同社 大分支店 支店長
1998 年５月 同社 高松支店 支店長
2000 年２月 同社 福岡支店 支店長
2003 年２月 同社 コンプライアンス部
2004 年５月 ㈱大和証券グループ本社 経営企画部
2005 年２月 東短ホールディングス㈱ 監査役
2005 年２月 東京短資㈱ 監査役
2005 年４月 大和証券投資信託委託㈱ 監査役
2006 年６月 日の出証券㈱ 監査役
2013 年２月 当社 社外監査役
2016 年２月 当社 社外取締役（現任）

㈱ファンドクリエーション 取締役(現任)

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割
辻敏樹氏は、その経歴を通じて培われた金融証券業界に関しての幅広い見識を有されており、当社グループが属

する業界全体の動向も踏まえた客観的かつ独立的な視点での意見をいただいていることから、今後も同氏の知見を
当社グループの経営監督に活かしていただけると判断し、引き続き社外取締役候補者としており、選任をお願いす
るものであります。

候補者
番 号 ６ 新任 社外 独立

さい き あい こ

斉 木 愛 子
● 生年月日
1984年９月21日生

● 取締役会への出席状況
－

● 所有する当社の株式数
18,600株

略歴、当社における地位、担当（重要な兼職の状況）
2008 年４月 大和証券SMBC㈱（現：大和証券㈱） 入社
2014 年５月 UBS銀行 入社
2016 年５月 Credit Suisse AG Singapore Branch Private Banking

Department 入社
2018 年４月 ㈱bitFlyer 入社
2019 年10月 個人事業主として開業
2020 年１月 ㈱PRAS CFO
2020 年10月 ㈱PRAS 取締役（現任）
2021 年10月 ㈱パレスサイドコンサルティング設立 代表取締役CEO（現任）
2022 年２月 ㈱ファンドクリエーション 社外取締役（現任）

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割
斉木愛子氏は、当社グループの主力ビジネスである富裕層向けビジネスについて幅広い経験を有しており、またPRコン

サルタントとしての専門的なノウハウを有しております。既に当社グループの中核子会社である㈱ファンドクリエーション
の取締役として、同氏の知見を活かした意見をいただいており、今後その役割をグループ経営全体に期待することから、新
たに取締役として選任をお願いするものであります。
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（注）１. 各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２. 取締役候補者田島克洋氏は、会社法第２条第４号の２に定める親会社等であります。
３. 佐藤貴夫氏、辻敏樹氏は社外取締役候補者であり、また、東京証券取引所の定めに基づく独立役員として同取引所

に届け出ております。本議案が承認された場合、当社は引き続き両氏を独立役員とする予定であります。
４. 斉木愛子氏は社外取締役候補者であります。同氏の選任が承認可決された場合、東京証券取引所の定めに基づく独

立役員として同取引所に届け出る予定であります。
５. 社外取締役としての在任期間は、本総会の終結の時をもって、佐藤貴夫氏が10年、辻敏樹氏が７年となります。
６. 佐藤貴夫氏は社外取締役就任の前に、当社社外監査役として３年９ヶ月の在任期間があります。
７. 辻敏樹氏は社外取締役就任の前に、当社社外監査役として３年の在任期間があります。
８. 佐藤貴夫氏、辻敏樹氏、斉木愛子氏は、当社の特定関係事業者の役員であります。
９. 佐藤貴夫氏、辻敏樹氏、斉木愛子氏は、当社又は当社の特定関係事業者からの多額の金銭その他の財産を受ける予

定はなく、また過去２年間に受けていたこともありません。また、当社又は当社の特定関係事業者の業務執行者又
は役員の配偶者、三親等以内の親族その他これに準ずるものではありません。

10. 佐藤貴夫氏、辻敏樹氏は当社との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任
を法令の定める最低責任限度額に限定する契約を締結しております。本議案が承認された場合、当社は継続して両
氏と当該契約を締結する予定であります。また、斉木愛子氏の選任が承認された場合、当社は同氏との間でも当該
契約を締結する予定であります。

11. 当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、当社取
締役を含む被保険者の損害賠償金、争訟費用、初期対応費用を当該保険契約によって填補することとしております。
各候補者が取締役に選任され就任した場合は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更
新時においても、同内容での更新を予定しております。
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第３号議案 補欠監査役１名選任の件
2022年２月25日開催の定時株主総会において、補欠監査役に選任された石垣敦朗氏の選任の効力

は本総会の開始される時までとされております。そのため、法令で定められた監査役の員数を欠くこ
とになる場合に備え、改めて補欠監査役１名の選任をお願いするものであります。
なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は次のとおりであります。

いし がき あつ ろう

石 垣 敦 朗
● 生年月日
1963年４月29日生

● 所有する当社の株式数
－ 株

略歴（重要な兼職の状況）
1987 年10月 中央新光監査法人 入所
1991 年３月 公認会計士登録
1995 年７月 石垣公認会計士事務所 開業
1999 年３月 税理士登録

（注）１．補欠監査役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．石垣敦朗氏は、補欠の社外監査役候補者であります。
３．石垣敦朗氏を補欠の社外監査役候補者とした理由は、同氏は過去に直接的には会社の経営に関与された経験はあり
ませんが、公認会計士並びに税理士として専門知識を有し、客観的な立場から当社の経営を監査されることを期待
することによるものであります。

４．石垣敦朗氏は、当社の特定関係事業者の業務執行者もしくは役員ではなく、また過去10年間に当社の特定関係事業
者の業務執行者もしくは役員であったこともありません。

５．石垣敦朗氏は、当社又は当社の特定関係事業者からの多額の金銭その他の財産を受ける予定はなく、また過去２年
間に受けていたこともありません。

６．石垣敦朗氏は、当社又は当社の特定関係事業者の業務執行者又は役員の配偶者、三親等以内の親族その他これに準
ずるものではありません。

７．石垣敦朗氏が社外監査役に就任する場合には、当社は同氏と会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条
第１項の損害賠償責任を法令の定める最低責任限度額に限定する契約を締結する予定であります。

８．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結しており、当該保
険契約の概要は事業報告の22頁に記載のとおりであります。石垣敦朗氏が社外監査役に就任する場合は、当該保険
契約の被保険者となります。また、当該保険契約は更新時においても、同内容での更新を予定しております。

以 上
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（ご参考）
取締役及び監査役スキルマトリックス（本総会において各取締役候補者が選任された場合）

氏 名
当社におけ
る

地位・役職

当社が特に期待する分野についてのスキル（◎主スキル、〇副スキル）

企業経営
経営戦略

事業に
関する知
見

業界に
関する知
見

マーケテ
ィング
ＰＲ

財務会計
法務
リスク管
理

内部統制
ガバナン
ス

ＥＳＧ

田島 克洋 代表取締役
社長 ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎

阪本 浩司
取締役
経営企画部
長

〇 〇 〇 ◎ ◎

内海 嘉一 取締役 〇 ◎ ◎ 〇

佐藤 貴夫 社外取締役 〇 ◎ 〇 〇

辻 敏樹 社外取締役 ◎ 〇 〇

斉木 愛子 社外取締役 〇 〇 ◎ ◎

立石 則章 常勤監査役 〇 〇 〇 ◎ ◎

神谷 有子 社外監査役 ◎ 〇

松村 眞理子 社外監査役 ◎ 〇
※本表は各取締役・監査役が有する全てのスキルを表すものではありません。
※常勤監査役の立石則章氏、社外監査役の神谷有子氏、松村眞理子氏は、いずれも2021年2月25日に開催された第12回定時
株主総会において選任されております。
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（添付書類）

事 業 報 告

（2021
2022

年
年
12
11
月
月
１
30
日から
日まで）

１．企業集団の現況に関する事項
⑴ 当連結会計年度の事業の状況
① 事業の経過及び成果
当連結会計年度(2021年12月１日～2022年11月30日)におけるわが国経済は、新型コロナ
ウイルス感染症の影響が長期化しているものの、行動制限の緩和が進み、水際対策についても
一部の国などを対象に短期滞在での査証免除措置が再開されるなど、社会経済活動の正常化が
進んでおります。一方で、米国を始めとした世界的な利上げが金融市場に与える影響、円安や
原材料価格の上昇等に起因する物価の上昇などから、先行き不透明な状況が続いております。
当社グループの主要事業が属する不動産業界では、低金利下での良好な資金調達環境を背景
に、国内外の投資家の物件取得意欲は引き続き高い状況にあるものの、新型コロナウイルス感
染症の影響によるワークスタイルや消費行動の変化等についての見極めも含めて、今後の新規
物件の取得にあたっては、取得価格と収益性のバランスを慎重に検討することが必要となって
きております。また、太陽光発電業界においては、長期間にわたって安定して高い利回りが期
待できる点、残価リスクがほぼない点から、現在の良好な資金調達環境を背景とした利回り商
品としての需要拡大に加え、政府のグリーン成長戦略の推進による後押しもあり、市場の拡大
が期待されております。
こうした状況の下、アセットマネジメント事業では、引き続きファンド運用資産残高、不動
産等受託資産残高の増加に向けて、投資家ニーズに適合した魅力的な商品開発に努めておりま
す。当連結会計年度におきましては、「ＦＣベンチャー企業投資任意組合」として３本のファン
ドを設定し、募集・販売が完了しております。
インベストメントバンク事業では、当連結会計年度において国内不動産３物件を取得し、各
種のバリューアップ施策を推進しております。また、第４四半期において、国内不動産の売買
仲介を２件行っております。米国不動産につきましては、バリューアップ施策を行ったカリフ
ォルニア州の物件の売却が第１四半期に完了しており、太陽光発電設備につきましても、引き
続き開発を推進しております。
以上の結果、当連結会計年度の業績は売上高1,686百万円(前期比23.2％減)、営業利益283
百万円(前期比30.9％増)、経常利益272百万円(前期比35.5％増)、親会社株主に帰属する当期
純利益227百万円(前期比48.7％増)となりました。
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＜アセットマネジメント事業＞
当連結会計年度末において、当社グループが運用するファンド運用資産残高は197億円(一

部円換算US$1.00＝138.87円)、当社グループがアセットマネジメント業務を受託している不
動産ファンド及び太陽光発電ファンド等の受託資産残高は143億円となりました。
不動産ファンドにつきましては、アセットマネジメントフィー及びファンド管理報酬等を計

上いたしました。証券ファンドにつきましては、外国投資信託の管理報酬を計上いたしまし
た。また、太陽光発電ファンド事業につきましても、アセットマネジメントフィー等を計上い
たしました。
この結果、アセットマネジメント事業は、売上高831百万円（前期比14.1％増）、営業利益

437百万円（前期比27.1％増）となりました。

＜インベストメントバンク事業＞
不動産投資等部門では、国内外の販売用不動産の売却や、保有不動産からの賃料収入、その

他販売手数料等により742百万円を計上いたしました。証券投資等部門では、金融商品仲介業
務による報酬等を111百万円計上いたしました。
この結果、インベストメントバンク事業は、売上高854百万円（前期比41.7％減）、営業利

益125百万円（前期比9.7％減）となりました。

事 業 区 分 売 上 高 営業利益

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 事 業 831百万円 437百万円

イ ン ベ ス ト メ ン ト バ ン ク 事 業 854百万円 125百万円

計 1,686百万円 562百万円
（注）営業利益は、セグメント数値を記載しております。
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② 設備投資の状況
特記すべき事項はありません。

③ 資金調達の状況
当連結会計年度中に不動産取得資金等1,695百万円を金融機関より調達いたしました。

④ 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況
該当事項はありません。

⑤ 他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑥ 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

⑦ 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況
該当事項はありません。

⑵ 財産及び損益の状況の推移
① 企業集団の財産及び損益の状況

区 分 第 11 期
（2019年11月期）

第 12 期
（2020年11月期）

第 13 期
（2021年11月期）

第 14 期
（当連結会計年度）
（2022年11月期）

売 上 高（百万円） 1,588 1,533 2,195 1,686
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益（百万円） 82 25 152 227

１株当たり当期純利益 （円） 2.21 0.68 4.06 6.04

総 資 産（百万円） 4,017 3,747 3,276 4,584

純 資 産（百万円） 2,449 2,365 2,497 2,662

１ 株当たり純資産額 （円） 65.21 62.73 66.25 70.69
（注）１.１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

２.１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数により算出しております。
３.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準29号 2020年3月31日）等を第14期の期首から適用し
ております。
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② 当社の財産及び損益の状況

区 分 第 11 期
（2019年11月期）

第 12 期
（2020年11月期）

第 13 期
（2021年11月期）

第 14 期
（当事業年度）
（2022年11月期）

営 業 収 益（百万円） 229 379 168 156

当 期 純 利 益（百万円） 108 242 45 56

１株当たり当期純利益 （円） 2.89 6.46 1.22 1.51

総 資 産（百万円） 2,505 2,391 2,698 2,577

純 資 産（百万円） 2,045 2,176 2,185 2,202

１ 株 当 た り 純 資 産 額 （円） 54.40 57.74 57.96 58.48
（注）１.１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しております。

２.１株当たり純資産額は、期末発行済株式総数により算出しております。
３.「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準29号 2020年3月31日）等を第14期の期首から適用し
ております。

⑶ 重要な子会社の状況
① 重要な子会社

会 社 名 資 本 金
（百万円）

当 社 の
議決権比率
（％）

主 要 な 事 業 内 容

㈱ フ ァ ン ド ク リ エ ー シ ョ ン 100 100 不動産投資、太陽光発電設備投資、
証券投資、ファンドの運営管理

ファンドクリエーション・アール・エム㈱ 250 100 不動産投資運用業

ＦＣ Ｉｎｖｅｓｔｍｅｎｔ Ｌｔｄ. 50 100 ファンドの運営管理

（注）当社の連結子会社は、上記の重要な子会社３社を含む９社であります。

② 事業年度末日における特定完全子会社の状況

会社名 住所 株式の帳簿価額
（百万円）

当社の総資産額
（百万円）

㈱ファンドクリエーション 東京都千代田区麹町一
丁目４番地 1,486 2,577
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⑷ 対処すべき課題
① ファンド運用資産残高等の拡大と新規事業による収益基盤の構築

当社グループは、アセットマネジメント業務における様々な経験・実績を活かして、不動産
等受託資産残高の拡大と新規ファンドの受託により安定収益を積み上げ、アセットマネジメン
ト事業の収益基盤の拡充に取り組んでまいります。また、太陽光発電ファンド事業において
は、引き続き優良案件の開発・発掘を行っていくほか、新たな投資アセットを対象としたファ
ンドの開発・組成を行うことにより、より強固な収益基盤の構築を行ってまいります。

② 事業基盤の拡充
当社グループは、既存事業を拡大するとともに、新たな市場の開拓に向けて事業ポートフォ

リオを充実させ、事業基盤をより強固なものへと拡充していくことに取り組んでおります。既
存事業による安定的な収益を確保しつつ、シナジー効果やリスク分散効果を狙いながら複数の
新規事業に積極的に投資することやＭ＆Ａ等を実施することにより、事業基盤の拡充に努めて
まいります。

③ 金融機関との関係強化について
当社グループは、これまで取引金融機関とは良好な関係を構築してまいりました。今後も、

不動産投資や太陽光発電の設備開発、新たな事業展開等を積極的に進めていく上で、さらなる
資金需要の増加が見込まれるため、機敏な資金調達が行えるように取引金融機関の新規開拓に
加え、取引金融機関とより強固な関係を築いていく方針であります。

④ 販売・顧客紹介提携先との関係強化について
当社グループは、これまでも証券会社や金融機関、税理士法人グループと良好な関係を構築

し、営業力の強化を図ってまいりました。今後は、提携先とのさらなる関係の強化を促進し、
富裕層や好業績の企業等をターゲットとした販売ルートの開拓、販売力の強化を進めていく方
針であります。

⑤ 人材の確保・育成について
当社グループは、2022年11月30日現在、役職員41名（当社グループから当社グループ外

への出向者を除き、派遣社員含む。社外取締役及び社外監査役を含む）と少人数である一方
で、各人が営む業務は、いずれも専門的知識と多くの経験を必要としており、それらのスキル
を持つ人材の確保・育成が当社グループの経営上の重要な課題であります。今後の業容の拡大
に向けて、専門性の高い人材の確保に努めるとともに、定期的な新卒の採用による若手人材の
育成にも努めていく方針であります。
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⑸ 主要な事業内容（2022年11月30日現在）
事 業 区 分 事 業 内 容

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 事 業 ファンドに係るアセットマネジメント、投資顧問等

インベストメントバンク事業 不動産投資、太陽光発電設備投資、証券投資、金融商品仲介等

⑹ 主要な営業所（2022年11月30日現在）
① 当社
本 社 東京都千代田区

② 子会社
㈱ フ ァ ン ド ク リ エ ー シ ョ ン 東京都千代田区

フ ァ ン ド ク リ エ ー シ ョ ン ・ ア ー ル ・ エ ム ㈱ 東京都千代田区

Ｆ Ｃ Ｉ ｎ ｖ ｅ ｓ ｔ ｍ ｅ ｎ ｔ Ｌ ｔ ｄ . Cayman Islands

⑺ 使用人の状況（2022年11月30日現在）
① 企業集団の使用人の状況
事 業 区 分 使 用 人 数 前連結会計年度末比増減

ア セ ッ ト マ ネ ジ メ ン ト 事 業 7名（0名） 2名減 （－）

インベストメントバンク事業 10名（0名） 1名増 （－）

全 社 （共 通） 7名（0名） 1名減 （－）

合計 24名（0名） 2名減 （－）
（注）使用人数は就業員数（当社グループから当社グループ外への出向者を除き、当社グループ外から当社グループへの出向

者を含んでおります。）であり、派遣社員は（ ）内に年間の平均人数を外数で記載しております。

② 当社の使用人の状況
使用人数 前事業年度末比増減 平均年齢 平均勤続年数

5名 － 49歳5ヶ月 4年1ヶ月
（注）使用人数は当社グループからの兼務者を記載しております。
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⑻ 主要な借入先の状況（2022年11月30日現在）
借 入 先 借 入 残 高

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 3百万円

株 式 会 社 西 京 銀 行 100百万円

株 式 会 社 東 日 本 銀 行 262百万円

⑼ その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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２．株式の状況（2022年11月30日現在）
⑴ 発行可能株式総数 116,000,000株
⑵ 発行済株式の総数 37,668,371株
⑶ 株主数 5,938名
⑷ 大株主（上位10名）

株 主 名 所有株式数（株）
発行済株式（自己株式を除
く。）の総数に対する所有株
式数の割合（％）

田 島 克 洋 14,052,400 37.32
有 限会社Ｔ ' ｓ Ｈｏｌｄｉｎｇｓ 4,800,000 12.75
ア イ ザ ワ 証 券 株 式 会 社 1,700,000 4.51
北 村 宗 生 577,000 1.53

松 井 証 券 株 式 会 社 529,900 1.41

桑 原 幸 治 472,000 1.25

上 田 八 木 短 資 株 式 会 社 376,100 1.00

大 塚 忠 彦 306,000 0.81

井 上 光 子 284,700 0.76

ア イ ザ ワ 証 券 グ ル ー プ 株 式 会 社 280,000 0.74

（注）持株比率は、発行済株式の総数から自己株式（12,501株）を控除した株式数（37,655,870株）を基準に算出し、小
数点第３位以下を四捨五入して表示しております。
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３．会社役員の状況
⑴ 取締役及び監査役の状況（2022年11月30日現在）
会社における地位及び担当 氏 名 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 田 島 克 洋
㈱ファンドクリエーション 代表取締役社長
徳石忠源（上海）投資管理有限公司 副董事長
㈱リンキンオリエント・インベストメント 代表取締役社長

取締役経営企画部長 阪 本 浩 司 ㈱ファンドクリエーション 取締役 経営企画グループ長
取 締 役 内 海 嘉 一 ㈱ファンドクリエーション 取締役 不動産投資グループ長

社 外 取 締 役 佐 藤 貴 夫

東京簡易裁判所 民事調停委員
桜田通り総合法律事務所 弁護士
㈱トランスジェニック 社外監査役
㈱ファンドクリエーション 取締役

社 外 取 締 役 辻 敏 樹 ㈱ファンドクリエーション 取締役

常 勤 監 査 役 立 石 則 章

㈱ファンドクリエーション 監査役
ファンドクリエーション・アール・エム㈱ 監査役
㈱FCインベストメント・アドバイザーズ 監査役
㈱リンキンオリエント・インベストメント 監査役

社 外 監 査 役 神 谷 有 子 神谷有子税理士事務所 公認会計士

社 外 監 査 役 松 村 眞 理 子 真和総合法律事務所 パートナー弁護士
明治ホールディングス㈱ 社外取締役

(注) １．取締役佐藤貴夫氏及び取締役辻敏樹氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
２．監査役神谷有子氏及び監査役松村眞理子氏は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外

監査役であります。
３．常勤監査役立石則章氏及び監査役神谷有子氏は、以下のとおり財務及び会計に関して相当程度の知見

を有しております。
・常勤監査役立石則章氏は、長年にわたり当社の管理部に在籍し、経理・財務業務に携わってきた豊富
な経験を有しております。

・監査役神谷有子氏は、公認会計士の資格を有しております。
４．当社は、取締役佐藤貴夫氏及び取締役辻敏樹氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として指定

し、同取引所に届け出ております。
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⑵ 取締役及び監査役の報酬等
① 役員報酬等の内容の決定に関する基本方針

当社は、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針について、2022年２月25日開催の
取締役会において以下のとおり決議しております。
イ．基本報酬（金銭報酬）の個人別の報酬等の額の決定に関する方針（報酬等を与える時期又

は条件の決定に関する方針を含む。）
当社の取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、各取締役の役位、職責、在任年数に

応じて他社水準、当社の従業員給与の水準をも考慮しながら、総合的に勘案して決定する
ものとする。

ロ．金銭報酬の額、業績連動報酬等の額又は非金銭報酬等の額の取締役の個人別の報酬等の額
に対する割合の決定に関する方針
取締役の報酬等は、上記イの基本報酬のみとし、業績連動報酬等及び非金銭報酬等は支

給しない。

ハ．取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項
取締役の個人別の報酬額については、取締役会決議に基づき代表取締役社長がその具体

的内容について委任を受けるものとし、その権限の内容は、各取締役の基本報酬の額とす
る。

② 取締役及び監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
当社は、役員報酬の総額について2010年２月25日開催の第１回定時株主総会の決議におい

て、取締役の報酬限度額を年額500百万円以内、監査役の報酬限度額を年額50百万円以内と
することを決議しております。なお、当社は定款にて取締役の員数を６名以内、監査役の員数
を５名以内と定めており、同決議日時点の取締役の員数は４名、監査役の員数は３名でありま
す。

③ 各会社役員の報酬等の額の決定の委任に関する事項
当該事業年度においては、 2022年２月25日開催の取締役会において各取締役の報酬等の

額についての決定が代表取締役社長田島克洋氏に一任されております。当該委任を行う理由
は、当社の業績内容、個々の役位や職責、企業価値向上への貢献度を総合的に勘案して、適
時・適切な個人別報酬の内容を決定するためです。代表取締役は決定方針との整合性を含めた
多角的な検討を行っているため、取締役会もその決定を尊重しており、その決定内容が上記の
決定方針に沿うものであると判断しております。
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④ 取締役及び監査役の報酬の総額
区 分 支 給 人 員 支 給 額
取 締 役 5名 28百万円
監 査 役 3名 12百万円
合 計 8名 40百万円

（注）上記取締役に支給した報酬には、当社の子会社が支給した使用人分給与相当額の総額22百万円が含まれ
ておりません。

⑶ 責任限定契約の内容の概要
当社と各社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423

条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。
当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、各社外取締役及び各社外監査役とも法令の定める

最低責任限度額としております。

⑷ 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締

結し、株主や第三者等から損害賠償請求を提起された場合において、被保険者が負担することに
なる損害賠償金・争訟費用等の損害を当該保険契約により塡補することとしております。当該役
員等賠償責任保険契約の被保険者は当社及び当社子会社の取締役、監査役、および執行役員であ
り、全ての被保険者について、その保険料を全額当社が負担しております。

⑸ 社外役員に関する事項
① 他の法人等の業務執行者の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

取締役佐藤貴夫氏は、桜田通り総合法律事務所所属の弁護士であります。当社と同事務所と
の間に特別の利害関係はありません。
監査役神谷有子氏は、神谷有子税理士事務所所属の公認会計士であります。当社と同事務所

との間に特別の利害関係はありません。
監査役松村眞理子氏は、真和総合法律事務所所属の弁護士であります。当社と同事務所との

間に特別の利害関係はありません。
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② 他の法人等の社外役員の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
取締役佐藤貴夫氏は、㈱トランスジェニック社外監査役を兼職しております。当社と同社と

の間に特別の利害関係はありません。また、取締役佐藤貴夫氏は、東京簡易裁判所民事調停委
員を兼職しております。同所と当社との間に特別の利害関係はありません。
監査役松村眞理子氏は、明治ホールディングス㈱の社外取締役を兼職しております。当社と

同社との間に特別の利害関係はありません。

③ 当事業年度における主な活動状況
出席状況及び発言状況等

取締役 佐藤貴夫
当事業年度に開催された取締役会16回の全てに出席いたしました。弁護士としての
豊富な経験と見識から、取締役会の決定の妥当性・適正性を確保するための助言・
提言を行っております。

取締役 辻 敏樹
当事業年度に開催された取締役会16回の全てに出席いたしました。金融証券業界で
の経営に関する豊富な経験と見識から、取締役会の決定の妥当性・適正性を確保す
るための助言・提言を行っております。

監査役 神谷有子
当事業年度に開催された取締役会16回の全てに出席し、監査役会16回の全てに出
席いたしました。公認会計士としての豊富な経験と見識から、取締役会の決定の妥
当性・適正性を確保するための助言・提言を行っております。また、監査役会にお
いては適宜必要な発言を行っております。

監査役 松村眞理子
当事業年度に開催された取締役会16回のうち13回に出席し、監査役会16回のうち
13回に出席いたしました。弁護士としての豊富な経験と見識から、取締役会の決定
の妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行っております。また、監査役会
においては適宜必要な発言を行っております。

④ 報酬等の総額
区 分 支 給 人 員 支 給 額

社 外 取 締 役 2名 360万円

社 外 監 査 役 2名 600万円
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４．会計監査人の状況
⑴ 会計監査人の名称 太陽有限責任監査法人

⑵ 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
① 当社の会計監査人としての報酬等の額 34百万円
② 当社及び当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額

34百万円
（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査

報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できないため、当事業年度に係る会計監査人の報酬
等の額にはこれらの合計額を記載しております。

（注）２．当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、取締役、
社内関係部署からの報告の聴取を通じて、会計監査人の監査計画の内容や報酬見積もりの算定根拠等を検
討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

⑶ 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
当社監査役会が、会社法第340条第１項に定める解任事由に該当すると判断した場合は、監査

役会規則に則り解任又は不再任とする方針であります。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2022年11月30日現在） （単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産
現 金 及 び 預 金
売 掛 金
未 収 入 金
有 価 証 券
営 業 投 資 有 価 証 券
販 売 用 不 動 産
未 成 工 事 支 出 金
前 渡 金
立 替 金
そ の 他

固 定 資 産
有 形 固 定 資 産
建 物 及 び 構 築 物
工 具、 器 具 及 び 備 品
土 地
無 形 固 定 資 産
そ の 他
投 資 そ の 他 の 資 産
投 資 有 価 証 券
長 期 貸 付 金
敷 金 及 び 保 証 金
繰 延 税 金 資 産
そ の 他

繰 延 資 産
開 業 費

3,793
828
68
126
106
352
771
1,228
240
1
68
779
422
5
14
402
4
4

353
103
145
58
22
23
11
11

流 動 負 債
短 期 借 入 金
１年内返済予定の長期借入金
未 払 金
未 払 法 人 税 等
賞 与 引 当 金
投 資 損 失 引 当 金
預 り 金
前受収益及び契約負債
そ の 他

固 定 負 債
長 期 借 入 金
繰 延 税 金 負 債
そ の 他

1,420
1,130
34
87
24
42
14
3
12
68
502
492
2
7

負 債 合 計 1,922
純 資 産 の 部

株 主 資 本
資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
自 己 株 式
その他の包括利益累計額
その他有価証券評価差額金
非 支 配 株 主 持 分

2,623
1,179
674
770
△1
38
38
0

純 資 産 合 計 2,662
資 産 合 計 4,584 負 債 ・ 純 資 産 合 計 4,584
（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連 結 損 益 計 算 書

（2021
2022

年
年
12
11
月
月
１
30
日から
日まで）

（単位：百万円）
科 目 金 額

売 上 高 1,686
売 上 原 価 830
売 上 総 利 益 856

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 572
営 業 利 益 283

営 業 外 収 益
受 取 利 息 0
受 取 配 当 金 3
為 替 差 益 11
そ の 他 0 16

営 業 外 費 用
デ リ バ テ ィ ブ 損 失 2
支 払 利 息 12
資 金 調 達 費 用 12 27
経 常 利 益 272

特 別 利 益
子 会 社 清 算 益 0 0

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 0
賃 貸 借 契 約 解 約 損 2 2
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 271
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 52
法 人 税 等 調 整 額 △8 43
当 期 純 利 益 227
非支配株主に帰属する当期純損失（△） △0

親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 227
（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
（2022年11月30日現在） （単位：百万円）

資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

売 掛 金

未 収 入 金

営 業 投 資 有 価 証 券

前 払 費 用

関 係 会 社 短 期 貸 付 金

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

工 具、 器 具 及 び 備 品

無 形 固 定 資 産

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

関 係 会 社 株 式

出 資 金

関 係 会 社 長 期 貸 付 金

敷 金 及 び 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

貸 倒 引 当 金

756

62

1

145

10

6

525

4

1,821

4

2

1

4

4

1,812

1,769

5

55

33

0

△51

流 動 負 債
短 期 借 入 金
1年内返済予定の長期借入金
賞 与 引 当 金
未 払 金
未 払 費 用
未 払 法 人 税 等
そ の 他

固 定 負 債
長 期 預 り 敷 金
そ の 他

344
218
15
7
98
0
3
0
31
29
1

負 債 合 計 375
純 資 産 の 部

株 主 資 本 2,202
資 本 金 1,179
資 本 剰 余 金 658
資 本 準 備 金 179
そ の 他 資 本 剰 余 金 478
利 益 剰 余 金 364
利 益 準 備 金 29
そ の 他 利 益 剰 余 金 334
繰 越 利 益 剰 余 金 334

自 己 株 式 △1
純 資 産 合 計 2,202

資 産 合 計 2,577 負 債 ・ 純 資 産 合 計 2,577
（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

（2021
2022

年
年
12
11
月
月
１
30
日から
日まで）

（単位：百万円）

科 目 金 額

営 業 収 益 156

営 業 総 利 益 156

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 147

営 業 利 益 8

営 業 外 収 益

受 取 利 息 7

受 取 配 当 金 0

そ の 他 1 8

営 業 外 費 用

支 払 利 息 4 4

経 常 利 益 13

特 別 損 失

そ の 他 0 0

税 引 前 当 期 純 利 益 13

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 △43

法 人 税 等 調 整 額 △0 △43

当 期 純 利 益 56

（注）金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2023年１月30日
株式会社ファンドクリエーショングループ
取締役会 御中

太陽有限責任監査法人
大阪事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 齋 藤 哲 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 髙 田 充 規 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ファンドクリエーショングループの2021年12月１日

から2022年11月30日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式

会社ファンドクリエーショングループ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の
状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における
職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を
果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること

にある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記

載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内

容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、その
ような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために
経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する
必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚偽表示

がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明する
ことにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結計算書類の利用者の
意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を
立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監
査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評
価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び
関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結計算書類の注記事項に
注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対し
て除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づい
ているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか
どうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書類が基礎となる取
引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を入
手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見
に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の

重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
以 上
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計算書類に係る会計監査報告
独立監査人の監査報告書

2023年１月30日
株式会社ファンドクリエーショングループ
取締役会 御中

太陽有限責任監査法人
大阪事務所
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 齋 藤 哲 ㊞
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 髙 田 充 規 ㊞

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ファンドクリエーショングループの2021年12

月１日から2022年11月30日までの第14期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計

算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職
業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当
監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること

にある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載

内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容

と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうか

を評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要
がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明すること
にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決
定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続を
立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監
査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価
の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及び
関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結論
付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項に注
意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外
事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいている
が、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど
うかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引や会
計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の

重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告
監 査 報 告 書

当監査役会は、2021年12月１日から2022年11月30日までの第14期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作
成した監査報告書に基づき、審議の上、監査役全員の一致した意見として、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたしま
す。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴ 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役
等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
⑵ 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門その
他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を
求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社
の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及びその
子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める
体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及
び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。
③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職
務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われるこ
とを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日
企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本等変

動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計
算書及び連結注記表）について検討いたしました。
２．監査の結果
⑴ 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告
の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

⑵ 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶ 連結計算書類の監査結果
会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2023年１月30日
株式会社ファンドクリエーショングループ 監査役会

常勤監査役 立 石 則 章 ㊞
監 査 役 神 谷 有 子 ㊞
監 査 役 松 村 眞理子 ㊞

（注）監査役神谷有子及び監査役松村眞理子は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外監査役であります。

以 上
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〈メ モ 欄〉
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株主総会会場ご案内図
会場 都市センターホテル５階 オリオン

東京都千代田区平河町二丁目４番１号
T E L ：（03）3265-8211

交通ご案内 電車をご利用の場合は東京メトロ「永田町駅」、「麹町駅」、「赤坂見附駅」
が便利です。
・東京メトロ有楽町線・半蔵門線・南北線「永田町駅」
４番・５番出口より徒歩４分、９ｂ番出口より徒歩３分
※「永田町駅」からのアクセスは、５番出口方面の先にある９ｂ番出口
が便利です。ホテル前のプリンス通りに出られます。

・東京メトロ有楽町線「麹町駅」
半蔵門方面１番出口より徒歩４分
・東京メトロ丸ノ内線・銀座線「赤坂見附駅」
Ｄ出口より徒歩８分
・ＪＲ中央線「四ツ谷駅」
麹町出口より徒歩14分

お願い：当日は会場周辺道路及び駐車場の混雑が予想されますので、お車でのご来場は
ご遠慮願います。
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